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　　この一］k　is新城教授が本年四月六二寡都府立第一女學校に於てなされナご講演た同

　　校鴨二三雑誌第五十入號に掲載されカものであるが甚だ有盆なものt思ふので韓

　　載する事にし7：0（編輯者）

　暦及び方位に關する迷信に就てお話出しナこいε思ひます。近年此迷信が次第

に多くなりつXあるやうな傾があるのは頗る嘆かはしいこミN思ふのでありま

す。或は之は世界大面雫の後を受け、關東大震災の後を受けて．多少人心に不

安を感ぜしめたεいふやうな原因であるかも知れせまんし、叉次第に新聞雑誌

其他の印刷物なさの便宜に依りまして傅播力が多くなったミいふ貼もあるであ

らうミ存ぜられるのでありますが．年々此迷信が廣がつて行くやうに思はれる

のであります。年の暮から正月にかけて難誌屋の店に澤山の傭暦．九星暦が陳

列されて居るのであります。さうして漏壷の種類分量なさは年々多くなりっN

あるやうに思ひます。而も一ミして本山の事が書いてあるのではないs皆二二

であります。叉日記帳の終りの方に、日の吉凶だΣか九星の日さりなさがある

のも年々多くなりっxあるやうに思はれます。畢寛世間で需用があるか叡要

求して居るから次第にこんなものが殖えて行くのであううS思ふのであります

が．頗る嘆かはしい現象であるミ思ひます。

　私が豫て敬意を彿って居る京都の或る宮司の方ミ或時一一一rwaになったこミがあ

りましk。其方のお話で6大神宮から出して居る暦では世間の要求に卜するに

足らない、もつS世聞の要求するやうな、現に今日京極邊で澤山頁って居るあ

Nいふ多くの事柄を入れずこ暦を出すやうに其筋に向って運動しやうかミ思って

居る．Eいふやうな話を或時承りまして洵に情ないこεN感じteのでありま

す。世間の旧情は或はさうであるかも知れない．現に澤山九星暦を嚢行して居

るのですから世間はそれを要求して居るのかも知れんけれさも。それかNSいっ

て政府が徳へて大神宮さんが頒布して居る暦にそんなくだらないこεを入れな

ければならんのでありませうか．其前にもう少し考へて見なければならんので

はないかε思ひます」私は其時直ちに其方に向って申しました、入れるEすれ

ば．何を入れますかε言ったのであります。明治五年改暦以前の暦の中には澤
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山に日の吉凶が書いてあり．ました。併しながら今日世間が要求して居る所謂九

星暦はそれミは全く別物であります。でありますから明治維新前の暦に復曝し

た所でそれが世間の要求ぢやないのであります。然らば世間の要求である九星

の日E“りの善し悪しを入れたら曹うかこいふ考もありませうが．現に九星の暦

には三通りも四通りも皆違って居るのであります。それを多くの人は知らすに

手當り次第買って來て、今日は善い．明日は悪いこ言って居りますけれ汐も．

三通りも四通りも違って居るのであります。尤もさうせ嘘八百を書いて居るの

であるからキチンε合ふ筈がないのでありまして、少しも潤てにならない色々

の嘘八百を誰が責任を帯びて書く入がありませうか．金儲けの爲に澤山出て居

るのでありますけれ5も．荷も政府の役人が自分が嘘ε信じて居るこεを暦に

書くこミは誰しも良心があるならば出麗ないこε、思ひます。そんな風に逆戻

りして事を考へる前に．もう少し吾々は何Eか慮置法を考へて見なければなら

ないのではないかミ思ひます。

　叉友引の日にお弔ひを見合せるミいふやうな事が廣く行はれ．叉次第にそん

なくだらない風習が廣がりつNあるやうに思はれるのであります。之も多くの

入は友引の日に葬式を出して悪いミ心から信じて居る人は少いミ思ひます。多

くの人々は世間が悪いSいふならば．強ひて其日に出さなくεもいNぢやない

か．一日か二日日取りを繰合せたらいNぢやないかεいふやうな袈協的態度で

其日を避けて居るやうな場合が多いのであらうこ思ひます。併ながら多少餓裕

のある階級の人でお弔ひの日を一日や二日繰合せるここの出來る人はよいけれ

曹も．そんな事が一般の風習になって居るが爲に．それ程0）鯨裕の無い人に向

って無理押付けに其日を避けて葬式を出させないやうな風に、世間が不知不識

厘i廻して居るのであります。誰が歴迫して居るかεいふミ．所謂蝕裕のある階

級の人が袋果的態度を執って居るが爲Q；　．それが一般の風習を作して．飴興の

無い人にまで早早を加へて居るのであります。

　更に近頃やかましく言って居る丙午の迷信であります。丙午年の嫁さんは家

庭の主婦こして不適當である。成べく避けた方がよいεいふやうな迷信が行は

れて居りまして．候補者が二三人ありまして．それが何れも同じやうなもので

あったならば成べくならば丙午でない方を選ぶこいふ．聡く僅かの心持である

かも知れませんが、其極く僅かの差別待遇を與へられナニが爲に、幾十萬の丙午

年に生れナこ娘さん達がtf“れ程不幸を見て居るか知れないε思ふのであります。

此彪にお集りの中に．或は丙午の年に生れられたお壌さんが居られるかも知れ

ない．或は又此慮にお集りの方の知って居られる娘さんの中に丙午年に生れら

れナこ人があるかも知れない、その等の方々は痛切に其こεを感じて居られるこ

EN思ひま一ち何等非の打ち所のない立派な家庭の主婦Sしての資格を備へて

居られる人が．躍に丙午の年に生れナこミいふだけの理由で縁遽いざいふこεが
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實際の實例であるのであります。是程世の中に情けない事があるでありまぜう

か此不都合なる差別待遇を慧ふべき所がないのであります。まさか饗さんの家

に行って理窟を言ってもモノにならないのであります。不嗜なる損害を受けて

居りながらそれに閉して損害賠償を訴ふべき所がないのであります。再び三度

び縁談が成らんミして破れナこが爲に前途を悲観して身を捻てた入すらもある葡

いふやうなニミが新聞に見えて居るのであります。私共は斯の如き悲燧な事實

を涙無くして讃むこεは出來ない、憤慨せすして此記事を讃むここが出帆ない

のであります。何劇こ向って訴ふべきか．何を攻撃すべきか．所謂迷信團醒で

あります．迷信全艦であります。

　僅かなる友引の日を安協的態度で許さうεいふ心持で、僅かの日取りならば

何がなしに世間が言ふからミいって九星暦を見やうごいふ心持は・一入明々に

Eっては僅かの心持であるかも知れませんが．それが積り積って斯の如き不當

なる肚會的現象を起して居るのであらうε思ふのであります。お集りの方の中

には深く迷信を信じて居られる方は無論無いであらうε思ひますが．私の希望

致しますのは、進んで迷信打破に努力せられんこミを希望するのであります。

其爲に一盟斯の如き迷信はさうして起つたものであるか・迷信の回歴・起原は

如何なるものであるかミいふこミを御参考までに申上ぴて見たいε思ふのであ

ります。

　蓮信の中でも暦及び方位に關する迷信は何εなく素人から見るミ，專門的に

何等か理窟がありさうに思はれるのではないか知らんε思はれる・殊に九星な

3ざ星ミいふ字でも付いて居るε天文の理窟でもあるのか知らんミ思ふやう雀

人も無いεは限らないのであります。そこが迷信践属の勢をな’ ｵナこ理由なので

ありませうが．是等の迷信縮てが何等理由の無いものであうEいふこεを申上

げて見たいε思ふのであります。輩に暦及び方位に潤する迷信にしましても迷

信の種類は澤山ありま9昔行はれて居って今慶って居る迷信があり。叉昔行は

れすして此頃盛に流行して居る迷信があります。色々迷信には種類があります

が≧一々之を申述べるこSは出來ないのでありますが．其中今日行はれて居る

迷信の主なるものは九星の説に基いたものであります。日の善し悪しであるε

か年まはりの工合であるミか．家相方位の善し悪しであるミか入の蓮勢である

εか、之等を悉く皆九星の説に依って判断して居るのが今日現行の迷信であり

ます。

　抑々九星の読ミいふものは．其基く所は二千年目昔から支那東洋方面に行は

れて居つナこ所の五行設があります。其五行説から獲卜したε言ひますが五行説

から段々それが出來て参りまして九星説が出． ﾒたのであります。五行説は何時

始つたか、3ういふ繹で始っナこかεいふ事に付ては色々の設があります。腰卜

者の間に色々の説がありまして．普通に行はれて居る説では五行読は非常に奮
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くから始つずこものであるミいふけれさも、之に付きまして私、多少調べて見ま

した結果に依りますε。五行説は紀元前四世紀、支那の戦國時代であります．

郎ち今から二千三四百年前こいふ頃に断つたものでありまして．それが近世に

至るまで．或は支那に捨ては近年に至るま一でεいってよいカ〕も知れませんが、

約二千年置長い間東洋人の頭を支配して居つナこものであります。全く間違つt

考へなのであります。九星の説は其五行説に基いて紀元後六百年頃同勢の時代

に雛へられナこものであらうミ思ふのであります。話が少し細かくなりますけれ

さも、量うして五行設が起つkかεいふここを是から一寸申上けます。なぜこ

んな下らない間違った説がきうして二千年もの長い間行はれて居ったか．何が

爲にそんな説が趨つkかこいふこミを少しく是から申上げて見舞いミ思ひま

す。

　五行説の起りを考へるごいふε．其邊に於ては天文學ε關係があるのであり

ます。天文學が間違って町道に入ったのが此五行説なのであります。一禮古い

時代の．今から二千年目三千年も前の時代の天文こいふものは何をして居つナこ

か．今から二千年も三千年も前の支那の文化は如何なる歌態であったかεいふ

こ農業時代であります。農家ミいふものは春の好い季節に種を蒔いて．夏の極

く暑いそして灘り無のある時に成長さして跡押際して冬休むεいふやうな工合

で．一年春夏秋冬の四季の攣化を工合よく利用して多量の穀物を作る乞いふの

が師ち農業であります。此農業をしてよく成功せしむる爲には一年の春夏秋冬

の四季の攣化を知らなけ勲ばならん、吾々今日は太陽暦を用ひて居りますから

四月なら四月は年々同じ季節であります。併ながら太陽暦を知らない時代。“

年の長さが三百六一卜五日四分の一こいふこミの分らない時代、紀元前二千年三

千年εいふ古い時代には此季節を知るミいふこεに頗る苦心したものでありま

す。大抵もう寒さが凹いたからもう種蒔きの準備をしやうε思ふε案外又寒く

なるεいふやうに．一月も二月も季節を間蓮つたこミ1が明かに今日から見える

のであります。一月も二月も季節を間違っては百姓は甚だ迷惑に違ひないので

あります。そこで其時代にさうして季節を判定して居ったかこ申しますミ．之

は世界皆同様でありますが．夕方の室の模様を見るのであります。夕方に現は

れる星の工合が季節に依って違ふのでありまして、一つの星を目印しにして置

きまして．夕方にあの星が南に行っkからさの位の節である、夕方にあの星か

東の方に見えるやうになつナこから季節は何時頃であるεいふ風に、夕方の室の

星の現はれ工含に依って季節を判定して居つナこものであります。此星のこざを

支部では縮亡して辰ε唱へて居るのであります。辰が詰り嫁所であります。さ

の星が夕方にあの邊に見えるやうになつfcか「ら季節は三月である四月である言

いふ風にやったのであります。之が農業の爲には非常に大事な星でありまし

て．随て今日の農εいふ字は誰が持岱たのか欝へる時分に主な部分に辰εいふ
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字を入れてあるこε程左様に辰は大切であっkのであります。此上を支那では

観血授時εいふのであります。「時．．は春夏秋冬のこξであります。古い時代に

は此字義通りに室の星を見て季節を鋼定しkものであります。期の如く二二二

時の時代が支那で申しましナこならば紀元前二千年頃嚢舜の時代から三って二：千

年も績いて居るのであります。次第に改良に改良を加へて二千年の長い間三二

豊凶が幽いた結果。・次第々々に天文學が進歩して、良い暦が出來るやうになり

ましナこ。紀元前五六百年頃、支那の春秋時代．孔子さんの生れられた少し前で

あります。其頃に至りまして漸く一年の長さが三百六十五日四分の一εいふこ

．εが確かに分つたのであります）長い間の天文學の研究に依りまして．今日か

ら言ふミサaエンスー科學的に室の模様を研究してそれがうまく威温しナこの

でありまず，それから二三百年経って紀元前三百年頃に孟子さんの言はれナここ

εを書いた書物があります。毒中に「天の高き星辰の遠：きも荷くも求むるに其

故を以てすれば千歳の日至も以て致すべきなり」ミいふこ葡があります。此意

味は．天は高い星は遠いけれさも、筋道に依って吟味しτ行ったならば今日か

ら千年後の冬至の季節も今からキチンε計算するこミか出來るミいふのであり

ます。孟子さんは天文に付ては素人でありますけれさも．孟子さんをして斯の

如く噺燃せしめる程其時分には良い暦が出來るやうになって居ったのでありま

す。其爲に百姓は一々夕方の室の星を見なくてもよくなったのであります。紀

元前二千年の尭舜の時代から二千年の長い間綾いての天文學者の仕事は何であ

っナこかミいふこ、室の星をよく見て一年前季節を聞違はないやうに百姓に知ら

すごいふこごが仕事であっtのであります。それが紀元前五六百年頃に目的を

達して成功しナこのであります。

　さあ一一っ事を成功するS，、得レ瀧望ソ蜀こいふこごがありまして、味をしめ

て．もう一つ念い事は無いかε考へるものであります。之は御尤もの話であり

ます。今まで塞の星を見て季節を判断して居ったのが三百六十五日の循環に依

って春夏秋冬の憂化には首尾好く成功しナこけれE．．も、長い間の繧験に依るミ．、

まだ其外に或は二年おき三年おきに感応が來たり洪水が來たり叉疫病が流行し

7Cり北砂があっナこり火事があっナこりする。之も序でに天文學者にやってく2z　tr

言ったのであります。天文學者も一つ味をしめナこものでありますからやって見

やう重思っナこのであります。室の星を見るεい．S｝・　E　一三畿こしては星は東から

西に移るのでありますが其中に所々動く星があります．浪人星があります。之

を遊んで居る星ミいへば遊星．之が動き方が分らないからさ惑って居るεいへ

ば惑星ε構へるのでありますが、それは星が惑って居るのではなくして入間の

頭が惑って居つナこのであります。星の中には時々位置を攣へる星がある。之を

’今日の言葉で言ひますミ五つの遊星でありまして、水星、金星・火星・木星・

土星此五つの星であります。是等の星は多くの恒星の間に次第に位置を攣じて
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大盤は次第に西から東に動き。火星は約二年かXつて復た略元の思置に戻るの

であります。木星は約十二年かXつて元の位置に覧る、土星は二十九年目に一

週する。之等の星の位置が或は二年おき或は三年おき二十年おき三十年おきに

循環するのであるから、此星の位置の廻り合せに依って先程考へた或は五年お

き十年おきに耳管が起つたり旱越や洪水があるEいふのが分るのではないか、

斯う考ヘナこのであります。今日の頭から考へれば實に馬鹿口々しい事であるけ

れきも、其時代の幼稚な頭では洵に無理のないこεであります。

　之は西洋でも東洋でも同様に考へて居っkのであります。凋り支那人だけが

馬鹿なのではないのであります。西洋では五つの星の位置に依って其國を支配

する所の王さんの非命が定まるものであるε考へたのであります。王さんが生

れる瞬間に太陽が曹の邊にあったか、月がεの邊にあっナこか．叉五つの星がさ

の邊にあったかS一いふこミを調べたならば王さんの一生の黒黒がそれで分るε

考へたのであります。早番さんが時に運が良かっナこり悪かつナこり失意の時得意

の時があるのは、それは其後の日月五星の時々の位置の攣化に依るものである

ミ考へfのであります。始めはさういふ風に日月五星の位置に依って王さんの

運命を判断しナこのでありますが．終ひにはそれが一般君民総ての入の運命が．

生れる楽聖に於ける日月五星の位置に依って定まる．叉其入の時に浮んだり沈

んだりするのは其後のH月五星の位置に依るものであるε考ヘナこのでありま

す。之が西洋のAstroユogy（占星術）であります。

　此西洋のAstrologyは何時始つたカ’ミいふこεに付ては色々の説がありま

す。人に依っては竣及のピラミットは紀元前三千年前頃に其當時の王さんの蓮

命標を表示して建設されナこものである重言つ一（居る人すらあります。併し私は

それを信じません○そんな古い時代にAstro1ogyがある筈がないのでありま

す。私の今目まで調べナこ所に依りますミ。西洋方面に於ける占星術も恐らく大

層支那ミ嗣じ時代．紀元前四五百年ξいふ時代に起つtものであるε思ひま

す。それが近年まで行はれて居ったのであります。併し此占星術に依って星の

位置で蓮命を占ふごいふ爲には．其人の生れた瞬間に日月五星は何庭にあった

かySいふこミをカードに記入して置かなければならんのでありますから．総て

の入が親爺が氣がついて生れた時にチヤンミカードに記入して置いて呉れNば

よいが．親爺がズボラで忘れて居つナこ爲に．其人が爺になってから占星術家の

所へ行って。自分0）蓮命を見てくれこいふε占星術家は五十年も六十年も前1二

遡って、土星は何灘にあった．木星は何鬼にあったミいふ風に一一・　frそれを勘定

しなければならんのであります。導引t；　’日月は比較的簡輩であるけれさも五

星の蓮勲を詳しく見る表を舞へて置くミこが必要になって來たのであります。

此意味に於て西洋の占星羅が幾らか天文學の装達を促したのであります。占星

術が本になって．それから天文學が生れナこのであります。
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　東洋に於ても、支那に於ても其基く考は同じこεであるミ思ひます。地球上

に於ける現象は五星の位置に依って支配されるものであるこいふ考へは同じで

ありますけれさも．それを西洋方面のやうに遡って・一々星σ）位置を勘定する

のは面倒であるεいふ少し横着氣が起つナこのであります。そこで支那人の考へ

は一・歩進めて一Sいった方がよからうε思ひますが．之を根本的に抽象的に

考へて見九のであります。さうして凡そ宇宙間の一切の現象は五つの要素の結

合画幅に依って生するものである。木の性質を帯びナこもの・火の性質を帯びナこ

もの、土の性質を轡びたもの．金の性質を帯びたもの、水の性質を帯びたも

め、此五つの性質を帯びたものが毒液々こ結合して。或時は木の勢が良くなる．

七時は水が勢が良くなるεいふやうな、其結び附き工合の勢の正長に依って百

般の現象が起るものである。世上に於ける現象は其結合に依るのである。天に

於ける五星の蓮動も五要素の弓長に依るものである．斯う考へたのでありま

す。煎じ詰めれば西洋の占星術ε支那の五行読εは全く同じ考へであります。

時を同じうして一百年二百年のこεは申しませんが大二時を同じうして西洋

に於ても支那に点ても同じやうな考へが起つナこのであります。之は先程申しま

しkやうに一般的に文化の嚢達の程度から考へまして當然の事でありまして．

天文學が一段落を告げて．一一年の長さに成功して其慮に多少蝕諮か出來ナこので

さういふ方向・に是から天文學を二二さして行かうかSいふ時に、不幸にして邪

道に二つたのであります。

　支那の古い書物を見るε漢の初め頃に書かNれfe書物の中に六行説なんかS’

あります。天地間一切のものは六つのものS組合せであるεいkここを唱へて

居る人があるのであります。或は必ずしも明かに書いてありませんけれ5も、

天地間一切を四つに別けて見やうεいふやうなのも之も二二であります。現に

今日の易である物を二つ四つ八つに別けて考へて見やうこいふのが八卦の考へ

であります。物を考へるのに四つに別けで考へてもよい、東西南北ミ四つあり

ますからそれも宜しい。叉五本の指を持って居るから五つに別けて考へゐ、或

は六方ミいふから六つに考へてもよい．色々の考へがありませうが．其中で五

行読が支那で比えるやうになつナこのは、天に於て動く星が五つありますから六

行読では一寸工合が悪い。さうして其五星の中の治乱は木の性質を有して居る

から木星．其中の一つは火の如き性質を有して居るから火星、一つは土の如き

性質を帯びて居るから土星ミいふやうに、五つの星に木火土金水を罰當てて居

るのであります。六つでは工合が悪いから五つにしたのでありますb

　併し今日になって考へて見る目今から百四十年程前、千七百八十一年にイ

ギリスの天文學者ノ・一シェルが天王星を襲記したのであります。此獲見は非常

に重大なる嚢見でありまして．其當時の人心に影響を及ぼし弛こ：書が頗ろ重大

であります。一切の人の運命は五星で定まるミ思ってやって居つt　JiYfが、一期
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にもう一つ天王星が現はれた。俺も仲間に入れてくれS天王星が言ふに違ひな

い。此天王星を入れて人の管網を劇断ずるこεが本統であるならば．今まで

長い間天地間の眞理であるが如く考へて居つナこ占星術は皆嘘であるε言はなけ

ればなりません。今まで日月五星、それだけのもので入の運命がキチンε定っ

て居るものであるミ言って居つナこ所が．土星や木星ミ同じやうな兄弟分の第六

男が出て來たのであります。之を押のける謬は無論ないのであります。併し入

れやうεすれば今まで二千年もやって來たやり方が間違って居りましたε腹を

切って死ななければならんこεになるのであります。實はノ・一シェルの此天王

星の匹見に依って；之を境目ミして西洋の占星術家は世の中から滅びてしまは

なければならん筈のものであります。之が其當時の入心に非常な影響を與へた

ε見えまして、ハーシェルは天王星獲見の功に依って貴族に列せられたのであ

ります○其三時は多少占星術家もヘコタレたでありませうが、割下斯の如き者

さもはなかなか下々しいのであります。暫くするNS間もなく又知らん間に天王

星も其に入れて六星に依って入の蓮命を占ったのであります。所が又困ったこ

ミには千八百四十六年ですかに海王星を登等しfeのであります。仕方がないそ

れも入れなければならんこいふので今日の占星術は日月七星に依って人の蓮命

を占って居るのであり．ます。厚顔無恥こ言はなければならんミ思ひます。之は

決して入事ではない．西洋の占星術家が厚顔無恥であろミ同様に．元々東洋方

面に於ける五行説は五星に依って成立って居るのでありますから此星の嚢見こ

同時に五行説は濡滅してしまはなければならんのであります。若し成立つミす

れば七行説にしなければならん澤であります。

　五行説ミいふのは五つのものΣ消長に依って世の中の一切が定まるものであ

るSいふのであbますけれきも、今日五行読に依っても．のを制断ずる場合には

相生、相勝、生鰍等の順序に依るのであります。相生εいふのはさういふ鐸で

あるかεいふε、木は火を生す1のだこいふのであります。木を燃せば火にな

るかも知れません。それから火は土を生する．之は火が燃えてしまふε土のや

うなものが残るからでありませう。之が火は土を生すろ。土は金を生する。土

の中を掘れば金が出るからでありませう。金は水を生する．之は一寸工合が悪

いけれ書も夜船盟でも出して置けば夜露がナこまるからでありませう。之が網生

の順序であります。斯ういふ風に世の中のものは木火土金水の順序で勢がよく

なったり悪くなつナこり循環して行くεいふのが相生説であります。相勝説εい

ふのは、水は火に勝る．火に水をかければ漕えてしまふからでありませう。火

は金に勝る．火は金を熔かすからであります。金は木1こ勝る、之は斧や鋸は木

を切るからでありませう。木は土に勝る．之は土の中から木が生えて來るから

でありませう。土は水に勝る．之は洪水の時には堤防でそれを防ぐから言ふの

でありませう。斯様に水火金木土の順で循環するざいふのであります。S“うし
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て斯ういふ順序に考へたかεいS、ミそれは理窟にも何にもなって居ないので

あります。何故斯ういふこεを始めたかごいふε．支那の職國の末頃に之を申

立てた始めは王さんの迭る順序であります。此相生εいふこεは今日の言葉で

醗鐸しますε所議素面主義であります。長い間憲政會が天下を取って居るが．

おこなしくして待って居れば仲の良い乾分に今度の天下を譲って呉れる・政友

會が天下を取って居る時に、おεなしく待って居れば今度は憲二二に二丁を渡

して呉れる．即ち熟柿主義．之が相生であります。木の性質を樽びナこものが天

下を取って居るε．其次には火の性質を帯びtcものが帝王になる．斯ういふこ

こを戦國時代に唱へて居たのであります。相生の方が熟柿圭義ならば相勝の方

は之は喧嘩をして取る方であります。何か勝つナニ黒山を持って居る者が次に天下

を取るεいふのであります。所がさうも之ではまだ工合が悪いεいふので今度

は生数順ミいふものを考へたのであります。之QSL　E“ういふ考へ方かミ申します

ミ、凡そ宇宙間に最初に生じナこものは水である．其上に火が生じ、次に木が出

來た．斯ういふ順序で患去たものである。斯ういふのであります。さうして二

相　生　　木郷土金水

相　勝　　水火金木土

生　敷　　水火木品土

民勝εいふのは相勝るε同時に相勝つSもな

るのでありますから．それが終には相勝が相

克になり叉克に刀を附けて剋霊なつナこのであ

ります。今日では相剋εなって段々昔ごは意

味が違って來たのであります。縁談の判断なさをす．る場合ll　．相生な’らば結構

である．木性ミ火性は学生であるからお芽出たい火性ミ土ii！kの入は相生である

から良い縁談であるミ申します。併し相勝の方はいかん．火性ε水性は喧嘩を

するからいかんεいふのであります。之も昔の意味ミは全く間違へて居るので

あります、昔の意味は相勝εは相勝るである、何か一つづ・勝る性質を帯びて

居るのであるから．其意味から言っても之は相扶くべきものである。現に紀元

繭三四百年頃に畠來た左傳ミいふ書．の中に、明かに火ε水εは牝牡の關係を有

するものであるこ書いてあります。水は火の牡なり、火は水の牝なりこいふ風

に水ミ火は牝牡の關係にあるものであるε書いてあります。如何にも相生εし

て芽出たいのであります。それを今日では正反饗に考へて居るのであります。

一寸考へて見ても．吾々の毎日食べて居る飯は火ε水：εが調和して暖かい御飯

が二恩て居るのであります。火ε水ミは調和すべきものである。決して喧嘩を

すべきものでないε思ふのであります。

　二等が五行説でありますが、之ではさうも世の中が色々複維になつナこから少

し之では物足りない、もう少し細かく分けて見やう．斯ういふ考へから．五行

説の流派ε八卦の流派ε此三方を取入れて説を一つ作って見やうミいふ慾張り

の考へが出て來たのであります。それが九星説であります。

　此九星の起りは夏の禺が洪水を治めた時に、洛水から出て來た紳から授つた
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鑛の背中にこんな模様が書いてあったεいふのであります。之を洛書ε構へて

如何にも神秘的に言ったのでありますが．之を今日の懸字に直せば圖の如くな

るのであります。
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　こんなこεは今日なら小學校の生徒でも知って居る．不思議でも何でもない

けれさも、之が其當時の入には非常に不思議だつたのであります。それを今日

猶ほ大事さうに信じて居るのは甚だ情ない次第であります。之を誰かN’考へ出

しナこ電言つナこのでは鯨り安っぽいから、之は天から授つた洛書であるミ斯うい

っナこのであります。此数字の順序に依って敷を列べftのが九星の配當でありま

すが．撒字だけでは．色がなくては面白味がないSいふので色を附けた．白ε

紫を吉に入れて後の黒赤緑εいふのを凶にして吉凶の色合を附けたのでありま

す。爾ほそれに持って行って木火土金水を東西南北に割當てるεいふこミをや

つ元のであります。何にも之は別に意味はないのであります。斯うやってしま

gSt”、西の：方は七の赤で金であります。赤が悪いεすれば何時も西の方は悪い

鐸になる、東京大學ε京部四丁が喧嘩をする時には西の方が何峙も員けだεい

ふやうに．さう定りきってしまふミ手品の種が無くなってしまふ。そこで之を

時に依って循環するやうに考へたのであります。循環するには眞中の中宮に入

るものが．或は年月日時それぞれの干支に鷹じて。今年が丙寅ならば丙寅年に

判じて眞中に入るものが一つ交替して行く．斯う定めたのであります。此順序

に依って中宮に入るものがそれぞれ年に依って攣れば後はすぐ押割が出凝るの

であります。併ながら此中宮に入るものig　E“うするか、一から九までを．　E“の

年に一を入れてさの年に二を入れやうか．之にも何も理窟はないのであります
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が斯ういふこεを考へたのが二二の初め頃であります。階の二言四年εいふ年

が恰度甲子でありまして西洋の年でいふε六百四年目あります。此甲子の年に

一を入れやうちやないか。斯うやつkのであります。それで翌年はi欠の二を入

れNぱよいのに九を入れたのであのます。師ち一から始って九八七六五εいふ

風に逆に数へkのであります。其順で推して行く注日本にしますε元治元年．

今から六十二三年前でありますが其年が甲子であります一西暦千八百六十

四年であります一それから一昨年の大正十三年忌甲子でありまして西暦の千

九百二十四年置あります。元治元年の甲子卿寺に中宮は一調であっkのであり

ます。それから推して行くεいふε大正十三年は四線になるのであります。干

支の方は六十年で循環しますが九星は九年宛で循環しますから六十三年ナひん

ε一が戻って來ないのであります。或年の甲子に一白が中宮に入るならば六十

年後の甲子は四線の順番になるのであります。それから又六十年経てば七赤に

なり百八十年経たんε本四の順が戻って來ないのであります。そこで始めの六

十年が上元で一白九紫、六一卜二年目の甲子が中元で四線三碧、それから百二十

一年目が下元で七赤六白、それで百八十一年目に又上元になるのであります。

百八十年ナこって元に戻って來るのであります。九星家に言はせるε世の中は百

八十年宛で裕になつteり工合が悪くなつナこり循環するものである。上元の年に

生れた者は品格がよいけれ3も．中元の六十年に生れた者は中位の人間であり

下元の六十年に生れた者は下等の者であるミいふやうな説もあるのでありま

す。

　所が藪に一つ非常に面白い事があるのであります。今日では期ういふ風に元

治元年が上元の甲子で、一昨大正十三年が中元甲子であるミ；斯うやって居りま

すけれさも、徳川時代の初め頃から長い間日本の九星家は六十年程間違って居

ったのであります、試み違ひsいふこミもありませうし。又支那の書物をよく

見なかったのでもありませう。兎に角六十年喰違って居つナこのであります○一構

の書物ばかりではない皆総てが違って居つナこのであります。：文化元年、此年が

甲子で千八再四年でありますQ此頃に於て．支那から來ナこ書物ε日本の書物ご

較べるε中元ε下元が喰違って居るのであります。さあミんでもないこミをし

丸、今までの判断は二間蓮って居つナこ世の中を読かして居ったのであります。

之も先程の占星術家ξ同じやうに眞に恥を知る者は三時回り腹を切って死んで

しまはなければならない筈でありますが、其中のズーズーしい奴が今日まで残

って居りまして、仕方なく支那流に直しましナこ。其謹稼を私は藪に持って來て

居りますQr方則指要⊥三いふ本があります。其中に．間違つた．εんでもないこ

ざをしtt　Sいふ風に謝って書いた三文があります。昔の言葉でありまして富み

にくいのでありますが、一寸それを讃んで見ます。「本朝永藏七甲子の歳を上元

εし清國康熈二十三年甲子を上元εす坊間用ひ儲れる書には漸く馬場信武が八
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卦掌中指南ε小泉松卓が循環暦εを讃ごし今既に百幼年に垂んεす然るに乾季

五伍纏糞響縦響＋方輔國一八糊駝蟹瀬磁これ鱒に
鞭蕪搬辮合刻し磯脚半て世1こ流打しょ嘱紀鰻稼の難の
書舶　來て本朝に於て選揮の道大に騒げナこり蓋し三元一甲子翻酷ぬ左に絞ふ。

帰朝
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天啓堅甲豊年
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　之が不都合な謹嫁物件であります。更に九星は年梅にもそれぞれ九星の配當

があり、それぞれの月にも九昆の配當があり又それぞれの日にも時にも九星の

配當があります。今日普通一般に用ひて居りますのは年ご日であります．支那

では月華に九星を用ひて居ります。

　然るに日々の九星．之が叉頗る：不埼なるものであ．りまして．流儀に依りまし

て匠々なのであります。たまたま私が手に入れた大正十一年の暦が三通あり

ます。一つは蓮御暦、其次は御家實．もう一つは御筆寳、此三つが三つεも九

星の配當が違って居るのであります。例へば大正十一年十こ二月一日の九星の配

當が御壽實に依れば七赤．御家費に依れ｛よ四緑蓮勢暦に依れば三碧s以下皆

々ふのであります。中には同じものなら入が悪いE言はない．良い日だけ取ら

うちやないか、神経に障るから．εいふ人があります。fまたま戯時に若し其

人が此三冊の暦を買ったならば重うします。一日も良い日がありません。三通

り列べて見ましても．僅かに三甘が無難のやうでありますが．矢張三日も悪

い、さうすれば此十二月中は寝て暮さなければならん．否三百六十五日毎日寝

て暮さなければなちん、師ち死んでしまはなければならんこミになります。併

し必ずしも年々の暦が悉く皆違って居るのではありません、それには流儀があ

るのでありまして、今年あたりのは皆あって居る筈であります。十年で一遍位

づNばかに違ふここがあるのであります。それは支那の種本を讃んで其解繹の

仕方が違ふのであります。然も無責任なる高島易断所本部ミ三つ＞Sも書いてあ

るのであります。思ふに之は幾らか冥加金を納めればよいのでありませう。同

じく無責任な例を申述べま極熱名前は一寸言ふこεを差控へますが、可なり

棋間に慶く用ひられて居ります日記帳でありまして私はそれをもう長い間使っ

て居ります。其終りの方に九星の配當なさが書いてあります。華年es　一．つの流

儀の九星配當が書いてあり．翌年のには別の流派の九星配當が書いてありま

す。其爲に前年十二月三十一日こ今年の一月一日εは喰違って居るのでありま
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す。其翌年の同じ日記帳を見るε今度は元に逆戻りして居る．さういふものを

見てあてにならうεは常識上思はれないこミであります。まるでメチャメチャ

であります。たまプこま忘年の日記帳の終りの九星の部の起稿を頼んだ人が別々

の流派であった爲1；　．全く吉凶相反する日取りが書いてあるのであります。

　九星の配當にしましても五行説にしましても。其もミは干支を五行及び九星

に配評するのであります。甲子の年iか甲子の日εかいふやうに年も月も日取

りも又時も同じく支那流では干支を配旨して居るのであります。一室干支Eい

ふのは3うして出來たかε申しますミ、之は可なり研究ミして面白い問題であ

りまして．昔から色々の説が傳へられて居るのであります。併ながら私が近年

研究しナこ所に依りますミ．此十干ミいふのは．孤雲陰暦を用ひて居つナニ時に。

月が恥くなり又は三日月になるこεに依って目を撒へて居った。三日月から鍛

へ始めて一．二．三ε日を繰⊃ナこ。・今日のやうに電燈の無い時代でありますか

ら闇夜三回目の夜ごでは仕事の割振りが大いに違ふ筈であります。闇の夜なら

ば飴り遠くへ行って豊仕事をして暑るξまつ暗になるから培くならない間に早

く切上けて蹄るやうにしなければならん．叉満月の時分であれば少し旧くなっ

ても構はないごいふ風に仕事を割振つたものであります。さういふ大陰暦の時

代に．二十九日若くは三十日の日取りでは少し長過ぎるから三つに別けて．上

の十日置中の十日．下の十日ε三つに別けナこのであります。今日も猫ほ其言葉

が残って居ります。部ち上旬、中旬．下旬εいふのがそれでありまして、下旬

は十日の時ε九日の痔がありますが。其一旬の十日を名けて一日が甲、二日か

乙εいふ風に日の名前にしたのであります。之が今日の十干でありまして昔は

十日ミ構ヘナこものであります。要するに十干εいふのは日取りを獄へる二二で

あります。それから十二支の方は之は一年十ニケ月に附けた月の名前でありま

す。子月、六月、寅月ミいふ風に構へたのであります。併し払子月．二月．寅

月E言つナこのでは蓄うも直り色氣がないミ考へたのでありませう。それで之を

支那の幾らか邊鄙の地方に支那の暦を傳へる時分に色を付けて之に動物を配當

しkのであります。子を鼠．丑を牛、寅を虎εいふやうに。鼠月、牛月、虎月

εいふやうにすれば子供にでも分る、詰り分り易くする爲に動物を配諭したの

であります。それが今目では動物の方が主になって子ご書けば鼠ミ讃むのが本

當のやうになって居ります。昔は十．支のこεを十二辰ミ唱へて二つナこのであ

ります。十の循環、十二の循環こ之を組合せるミ便利である丁度六十εいふ尋，

のが’li為るから．それで六十干支ごして日を鰍へたり年を数へずこりするやうに

なったのであります。

　それで五行説が起ってから十干及十二支を此五行にそれぞれ罰當てやうεな

つナこが之が難かっナこのであります。十のものを五に三三てるのは之は何でもな

い木火土金水に各々二つづつやればよいのでありますが．十二支の方も之も矢
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張五つに割物でなければならん．さあ之には困つfc．今日でも出忍ない．私に

も出塁ない．十二を五つに割ってくれεいふ註文が出たら二．四こすれば羅は

ないけれさも、二t四では何塵から即興までが始めの二つ、後は三番目が十分

野四を取って居る残つナこ十分0）六は火の領分・であるこいふやうでは非常に曖昧

であるεいふので大愛苦心したものであります。今から二千年前頃の漢の初め

頃の書物を見るε．色々之に付ては苦心してやつナこがさうもうまく行かん．馬

脚を現はして居るのが明かに見えます。それを薙に圖を持って來たのでありま

す。
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　十二支を五つに配當するミいふ問題は一年の十二月を五行に割當てるのE同

じこεであります。此一年の季節の十二を何虚から何慮までが木、何庵から何

塵までが火εいふ風に♂う割つナこらよいかεいふε．一番初めにやつ£人は理

想的に春夏秋冬なんかやめてしまって、月に關係なく一年三百六十五日を五つ

に割つkら宜いぢやないか．それで圖に子丑寅ε書いてあるのは月の積りであ

ります。Fの月の眞中から終りまでを五つに分けて。一年を分って五節ミする

ε斯うやったでありますQ洵に簡輩で理想的でありますQ併ながら是では普通の

入間は承知しない．それでは困るから何ξかしてくれんか、それぢやこいふの

で頭を捻ったのが．春秋秋冬．春は陽氣で木が成長する時であるから木にしや

うt。夏は仕方がないから始めのニケ月を火にして終りの一ケ月を土、後を金ε
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水にしやうミいっナこのであります。併し之では火も不李、土も不払でありま

す。火の領分は土の領分の二倍ある土の領分は一月しかないs木火土金水は皆

同等の資格であるべきに火こ土は領分が少ない。そこで叉誰かが考へたのは．

土εいふものは一艦地球全艦に亘ったものであるから、さうこせこせ自分の領

分のこεを言はなくても宜いぢやないか．土は全鎧を支配して居るのであるミ

祭上げてしまって土の實際の領分を無くしてしまつナこのであります。之も一つ

の案ではありますが、之では土が一寸も領分がないから湿声を言ふ。そこで其

次に捻出したのが、此各々の中から五分の一つN取らう．木からも五分の一．一．

火からも金からも水からも五分の一つ」不李なく皆から土の分を取ったのであ

ります。成程之は宜からう五分の一宛を拾集めるミ七十二日になる、出火土

金水各々七十二日になるから之は卜い、之が今日まで行はれたわけでありま

す。師ち四季の土用ミいふ言葉が今日まで残って居ります。春の土用s夏の

土用．秋の土用．冬の土用ε言って居ります。此土用sいふ言葉はもミは土用

ぢやない．土王用事ε言った．或は王に日をつけて羽並用事ミ言ったのであり

ます。春の三ケ月の間は木の季節でありますが。初春の十八日は土の氣が旺に

なって事を用ふるものであるεいふこεが暦にあります。回心を取って土用の

事若くは土用こいふこiになつtのであります。斯ういふ風に配翻して書うか

斯うか治りをつけたのであります。之で一年三百六十五日は二、四つつで之で

よいのでありますが．恩命辰己ε．之の配慮は8うするか．各々から五分の一・

つつ取る諜にいかん、仕方がないので辰全艦を土にしたのであります。岡の通

り未も戌も丑も雨垂を土にしたのであります。そこでもう一一つの問題は十干を

五行に割而てる、十二支を五行に割起てるσ）でありますが．之には甲子s乙丑

丙寅εいふやうに六十ありますので之を叉五つに割起てなければならんのであ

のます。六十の干支をさうして五つに割當てやうか、之が頗る難問題でありま

す．色々εやって見たがなかなか落付かないのであります。しまひにやつε落

付いゾこのは音律の理窟をこちつけて六十の干支をさうにか斯うにか割當てナこの

であります。甲は木．子は木．乙は水丑は土であbますσそこで木ε永を一緒

にしたら何になるか、化學の問．題のやうでありますが、木ε水の化合物は何に

騒）海輪

鶉）櫨中火

孚案）天河水

なるかミ言はれても、返答に困るsさう考へて見て

も之には返答が出面ない。そこで到々音律の理窟を

こちつけてしまったのであります。で此甲子ミ乙丑

を海中金ミいふこεにしkのであります。追次の丙

寅、丁台を燐中火εした．それで段々ε順を追うて

行きますミ丙午、丁未ば天河水になるのであります。之を音量の律に取つナこの

で納音五行鋳・ふのであります。今から二千年程繭に音律に堪能な漢の京厨ε

いふ人が作つナこごいふのでありますo
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　之に依りますミ今日問題になって居㊨ます丙午の生れの入の性質は水性であ

ります。世間でいふ丙午の年は何故悪いかεいふε．五行の配當に依るε丙は

火、午も火で．火ε火が重なって居るから其年に生れた入の性質は火の如き性

質である、鯨りに氣性が激しいから家の中を燃してしまふ、亭主を食殺すεい

ふやうなこεを言ふのであります。併ながら火こ火を一緒にしナこものであるか

ら火であるミいふならば六十干支の塵分がつかない、それでは火ε火が火であ

るならば木こ木は何になるか、其不李を一切やめてしまって六十年をさうにか

期うにか塵例したのはそれは天河水であります。さうしナこって丙午は火にはな

らない。今日問題になって居る丙午は明治三十九年であります。此岸生れの人

の本命星はs中宮に入るべきものは四緑の木であります、九星の牡牛に依れば

四緑の木であります。叉之を五行に依って判断すれば天河水であります。曹ち

らから見ても丙午は火の如き性質にならないのであります。而も偶然にも天河

水がお嫁さんミは實に芽出たいこミであります。天河に就ては牽牛織女の蛍手．

の懸物語εでも言ぴませうか．支那の古き傳説にある物語の地であります。之

程芽出ナこいこざはないのではないかこ思ふのであります。四緑の木も亦芽出た

いこεであります。支那の最も古い書物の詩経εいふ古い歌を集めたものがあ

ります。今より二千五六百年程前の支那の俗歌なり又眞面目な歌を集めた詩経

の中に婚禮のこ注を吟じた詩があります。其中に「桃之干天、其葉野瀬」其節に

娘さんが嫁に行くのは、よく家人ε調和してよいであら5．εいふ嫁さんの婚

禮を観する爲に学んだ詩が詩経の中にあります。之が郎ち四緑の木であるs是．

程芽出たいこεはないのであります。それにも拘らす丙午は火であるε難癖を

つけるミいふこEは實に情ないこざであります。叉現に九星家の所に行って制，

断をお頼みになったならば．明治三十九年生れの嫁さんの性質を火性であるミ

は決して言ひません。九星から言へば木であります

　私から言ひますミ之は皆、飼違って居りまして．人間はもミもε生物でありま

す。假に五行．しが成立って居るSしても．人は五行の縮てを備へたものでなけ

ればなりません。人間が帥ち世界なのでありますから．此世界の中が聖火土金

水の五つから成立って居もものであっナこならば、活物である人間の性質は木火

土金水の総てを兼備ヘナこものでなければなりませんミ思ひます。

　大分話が長くなりましtcがもう一つ申したいこミがあります。京部では大分

家相のこミをやかましく言って居りますが此頃やかましく言って居る所の家相

は極めて近頃起つた蓬、のであります。今より百三四十年前に始めて日本に起つ

たものであります。李下朝の頃に支那から家相の説が入って來たのであります

が．支那の建物の建方ε我が國の建物の建方ミは全く違ふので支那の家相の説

を其儘輸入しナこのでは當嵌らないものでありますから其説は行はれなかったの

であります。
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　唯古くから残って居るのは．今から二千年も前の支那のお伽噺の中に鬼門の

話があるのであります。其話の筋道は、支那から見て東北の方の海の中に一つ

の島がある．其島の山の中の東北に大きな木があって．其木の枝の下の所に門

があるそれを鬼門ざいふ．馬蝉は幽塞が集る所である。死んだ人が其慮に集め

られて．生きて居る時に蓄んなこミをしナこかミいって裁鋼を受ける所である、

斯ういふ話があります。支那で鬼ξいふのはオニではない魂のこミでありま

す。師ち死んだ入の幽叢s魂醜の集る所であります。其鬼門で生きて罵つテこ時

に悪いこεをした鬼が茸められるのであります。鬼が苛められるのでありま

す。鬼が入を害する所ではない．鬼が憩さんから裁きを受ける所であります。

もつミハイカラな西洋流の言葉で言ったならば天歩でお裁きを受ける厨であり

ます。其支那の古い傅説が日本に傅って來て。それを日本で取蓮へて鬼が其慮

に來て責める恐ろしい所であるミしてしまつ’i’こnそこで鬼門が恐ろしくなった

のでありま．％

　京都に桓武天皇が都をお解りになった時に．東北に留る比飯山に鬼門鎭：董の

大きな寺を捧へまして、あれは鬼門を鎭めて居るこ言ったのであります。其頃

はまだ鬼門がさういふ恐ろしい意味ではなかったのであります。多少は佛教の

鬼εいふ意味が入って恐ろしがったのでありますが今財塁やかましく言って居

らなかったのであります。所が比叡山には若い坊さんが機密居ったのでありま

すから．何か不李があるミス1・ラaキを起しナこQさうして日吉碑耐の御輿をか

ついで京都に來て自分等の意見を通さうミする、何しろ若い元氣躍んな書生さ

んがあばれ廻るのであります。何某天皇が．駅の意の如くならざるものは鴨川，

の水ε養の目ミ比解由のII！法師であるε言はれナこ。あの坊主を怒らしたら困

る、あれは鬼門だ．斯うなつfeのではないかε思ひます。元は鬼門鎭護であっ

たのが、あれは鬼門だSいって恐れるやうになつナこのであらうε思ひます。さ

うして其鬼門を段々に恐ろしく考へるやうになったのでありますが、今から百

三四十年前に支那から色々の書物が渡って來まして、日本では徳川の軽卒が長

く績いて來たものでありますから．九星其他の事が段々ε行はれ家相な3もや

かましく言ふやうになったのであります。

　近頃に於ける家相の始りは今から百三四十年前には八卦の説に依って家相を

劇写したものでありますが。それでは工合が悪いεいふので少したってから支

那から渡って來たもので．五行説ミ八卦を一緒にしたやうな割蜥の仕方で判断

したのであります。それでも猶ほ工合が悪いεいふので今度は大阪の松浦琴鶴

εいふ者が一貫學的に頭の早婚した人でありませう．昇平が九星の娩に依っ

て家相を判噺するこΣを考へkのであります。之が今口まで天下を風靡して居

る家相の判断の仕方であります。其來歴を陳列室に列べて置きましたが・それに

依って見ましても、今日の九星に依る家相の判断が決．一て信用すべきものでな
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い’t’いふ事は明かであらうε思ひます。それから同じく九星に依って制蜥する

ものにしましても．始りが今申しますやうに極めて新たらしいのでありますか

ら流派に依って其判断の仕方が違ふのであります。唯多くの家相の判断が一致

して居るのは何かεいふε鬼門だけであります。後の細々したこεは皆流派に

依って違ふのであります、而も其起原なるものが先程申述べましナこやうに比叡

山の坊主の方から出た鬼門でありますから．家相家も初めは鬼門のこEを退け

て俗説εして建つナこのであります○明治初年頃に東京の小石川に尾島Sいふ有

名な家相家がありましたが。此風なさも鬼門のこεをやかましく俗設であるミ

退けて居りましtc全く流派の違ふ九星説からは鬼門は出て來ないのでありま

す。暫く今日の多くの入の頭に之が入り込んで居るから金儲けの上手な家相家

がそれに迎合して鬼門を取込んで居るのであります。此鬼門は先程申上e）tcや

うなものなのでありまして．支那では鬼門は少しも恐れて居らんのでありま

す。支那では芝居の花道のこミを鬼門ミ言ひます。鯨の不思議であるε思って

聞いて見るε．支那の芝居は日本の能な汐ε同じやうに、時代物語。時代劇を

やる俳優は其位の幽鰻が其虚に出て來て活躍するのである、俳優は部ち生きた

る其人の耳塞であるミ考へteのであり’ます。草露が出入りするから即ち鬼門で

ある。俳優が出入りする花i蓮が恐ろしい諜がないのであります。

　今まで申述べましたのは、五行説及九星説はさうして起つたかεいふやうな

こミを申述べましナこ積りであります。今日の日の吉凶及家相方位Sいふが如き

ものは皆之に基いて居るのであります。尤も先程申上けました友引の如く之に

基かん説もありますが主なる迷信は五行．九星説から出たものであります。而

も其五行九星別なるものは．段々申上1ナましナこやうに、昔は一般の人が之を眞

理であり科學であるεいふやうに考へたものでありますけれさも．二千年後の

今日では明かに之は聞違って居る。落第したものであるSいふこεを宣告をさ

れたのであります。之に代って起つたのが西洋文藝復興二三百年踏車起った新

式の科學であります。今日の世界の文明は新式の科學に依って勃興したもので

あります。其新式の科學を捨てN何時までも彼の失敗しナこ科學に執著するこε

は解せんお話であります。私は何も古い迷信に興味を持って居るわけではない

けれ曹も．一年生の算術の答案がεうしてこんなに間蓮つた答案を出したかε

いふ筋道を吟味して．斯ういふ課で此算術の答案が間違って居るミいふ其來歴

をお話致しまして、さういふものならそれに拘はるに及ばないN5いふこεを諒

解して戴きたいE思ふのであります。まだ申したい事もありますが時間があり

ませんから是で終ります。（終）


